
申込み方法は、裏面をご覧ください

～新人助産師集合‼三重の仲間で“わかち合い”“みがき合い”“高め合おう”～
＜研修開催にあたって＞

助産師として就業して１～２年のみなさんは、日々の助産実践に試行錯誤されていることと思います。
本研修は、厚生労働省策定の「新人看護職員研修ガイドライン」に示された新人助産師の到達目標に沿いながら、

助産師同士の交流を通して、モチベーションを高めることを目的としています。

令和４年度三重県受託事業

定員
３０名程度
事前申込

日 程 午 前（10：00～12：00）
午 後（1・2日目13：00～16：00）

（3・4日目13：00～15：30）

11月５日
（土）
１日目

研修開始に
あたって

周産期分野における
感染看護の実際

【講義】
10：30～12：00

母乳育児への支援の実際
（13：00～16：00）
【オンライン講義・演習】

地域交流
センター

市立四日市病院
感染管理認定看護師

奥村恵美子

関西国際大学保健医療学部看護学科
教授 松原まなみ

１2月10日
（土）
２日目

社会的ハイリスク妊産婦の看護・周産期母
子ケアにおける連携
【講義・演習】

MFICUでの妊産婦の看護
（13：00～１４：30）

【講義】

ハイリスク新生児の看護
（14：40～16：00）

【講義】

三重大学医学部附属病院
看護師長・母性看護専門看護師

森實かおり

三重県立総合医療センター
看護師長
佐藤里絵

三重県立総合医療センター
副看護師長

新生児集中ケア認定看護師
松野 薫

1月9日
（月）
３日目

早期新生児のアセスメント
異常の評価と対応
【講義・演習】

ケースシナリオを用いたグループディスカッション
（13：00～15：30）

【講義・演習】

国立病院機構三重中央医療センター
総合周産期母子医療センター
新生児科医長 内薗広匡

国立病院機構三重中央医療センター
医療安全係長・新生児集中ケア認定看護師 栗本淳子
副看護師長・新生児集中ケア認定看護師 廣野絵美

2月4日
（土）
４日目

産婦人科診療ガイドラインにもとづく
緊急時の対応
【講義・演習】

事例検討をとおした助産師の判断と看護実践
（13：00～15：30）

【演習】

国立病院機構三重中央医療センター
総合周産期母子医療センター

部長 前川有香

国立病院機構三重中央医療センター
総合周産期母子医療センター 部長 前川有香

副看護師長 鈴木 薫
副看護師長 東真由美

【対象】 ➡三重県内の医療施設等に就業して
１～２年の助産師

【方法】 ➡ハイブリッド方式
（オンライン・対面の組合せ）

【会場】➡三重県立看護大学（対面ご希望の場合）
（三重県津市夢が丘1丁目1番地1）プログラム



申込み方法

問 合 せ 先 TEL

メール

０５９-２３３-５６１０
（平日：9：00～16：00）

氏名（フリガナ）：

所属施設：

勤務部署：

郵便番号（所属施設）：

住所（所属施設）：

電話番号（所属施設）：

電話番号（申込み者連絡先）：

メールアドレス（連絡・オンライン授業に必要）＊：

看護師経験の有無： あり ・ なし

看護師経験年数： 年（助産師 年 か月 ）

研修受講希望方法：

オンラインで参加 ・ 対面で参加

申込み締切り：令和４年１０月２０日（木）
〇ご登録いただいたメールアドレス宛てに、本学より返信いたします。
メールに受信制限をかけている方は、本学からの返信メールを受信できない場合がありま
すので、本学ドメイン「mcn.ac.jp」を指定受信設定してください。
返信メールが届かない場合は、お問い合わせください。

〇受講の可否については、メールアドレス宛てに連絡いたします。
〇受講が決定した方には、「研修会参加に関するご案内」を所属施設宛てに郵送いたします。
新型コロナウイルス感染予防対策ついてもご協力をお願いします。

〇収集した個人情報は本研修のみ使用し、研修終了後は一定の期間をもって適切に破棄します。

三重県立看護大学地域交流センター

個人での申込みとなります。
下記のＱＲコードを読み込んでいただくと、申込みフォームに移動します。必要事項をご入力の上、
送信してください。
メールの場合は、必要事項をご記入のうえ、「問合せ」に記載のメールアドレスまでお送りください。

新人助産師合同研修

rc@mcn.ac.jp

申込み用
QRコード

必要事項

＊後日、研修資料やwebアンケート等を送付します。ファイルが受け取れるPC(web)アドレスをご入力ください。


